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お買いあげをいただき、
まことにあリカ■とうございます。

この取扱説明書をよくお続みいただいて、

セコニック・デジプロx・ :(L‐ 518)の性能

を十分にさ活用ください.
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光 球

澤調党オ旨樗瓢白斧ミ)

回転受光部

受光部回転台

測光ボタンスイッチ

液晶表示部

▼ (ダウン)キー

▲ (アップ)キー

F・ EV切換キー

ST(タ イマースタートストガカキー

電源 ON・ OFFキ ー

ASA(フィルム感度 セット)キ ー

MIN(タ イマー分単位 セット)キ ー

T・ F切換 キー

圏 (ベルセット)キー

MODE(モ ー 同 換 )キ ー

シンク ロター ミナリレ

白色平板 光角度板

三脚用ネジ穴

オプション切換 スイッチ

電池 .も、た

ストラップ掛け

シンクロコー ド (男 1売 )



液晶表示部

MODE(モード切換 )キーに運動して
表示されます。

|● FLASH.C コード接続測定
| ●FLASH  コードレス測定
|● FLASH(3)積算測定
●表示なし  定常光測定 (T優先 )
(F)※ ″  (F優 先 )
●表示なし  タィマー

※T・ F切換キー t二連動して表示されます

U(ベルセット)キーに運動して、ベル
がセットされたときに表示されます。

F・EVキ ーに連動 して、FまたはEV力
'

表示されます。

1顔写富忌璽隼?rfょ1:の |

①測定F値、Nミ の整数部が表示さ
れます。

②電源ON・ OFFキーがONの ときに
b.c文字表示されます。

(ドット表示部触菫動します)

①漬1定範 lll外 (アングー)のときに表/1N

されます。

②lL池容 |:し
'イ
く/Lす ると,I.1滅 人′」い

れます。
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ASA(フィルム感度セット)キーと▲ (ア

ップ)キー、▼ (ダウン)キーに連動して、

フィルム感度が可変表示されます。

(ASA6～ 8000)

①タイム優先のときに▲ (アップ)キー、

▼ (ダウン)キーに運動して、設定タ

イムが表示されます。

(30m～ 1/8000s)

mは分、sI妙表示です。

②絞り優先のときに、FfEに対応したタ

イムが表示されます。

③タイマーモードのとき、▲キー、▼キ

ー、またはMIN(タ イマー分単位セッ

ト)キーに連動して、設定タイムが表

示されます。

(ls-59m50s)

mは分、st新少表示です。

MODE(モード切換 )キーに連動して、

積算測定モードのときに表示されます。

積算回数表示は0～ 9回、10回以上は

E(エラー〉表示となります。

測定範囲外 (オーバー)のときt壊示さ

れます。

絞り目盛 (印刷表示 )

ASA]]」J

ユ

m

]
タ

ロ
野

レ
０

」

測定値の小数項表示。

1目盛%IEV単位で表示されます。

① F値がデジタル部と運動 して%絞り

単位で表示されます。

②電源ON・ OFFキーをONにしたとき
に電池の容量が表示されます。

FLASH.

く
Ｕ 14 2 1
● |● |● |● |●

ヨ
鵬

騒

● |● |● |● |● |● |

16 2232456490



モードの選定と操作一覧

目
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ーた部アタッチメント》

《モード》

《i貝 1定 方式》

(り 1,t)
タイマー

光ホ口ス ト

FLASH C
コー ド接続波」定

FLASH
コー ドレス測定

FLASH(`)
積 算 測 定

電源 ON・ OFFキ ー

をONに す ると

05秒間 (ま たは押 している間)は bc表示 および ドッ トで
電池容量 を表示 し、 その後、 自動的にモー ドが表示 され
ます .

MODEキ ー を押

す と

FLASH C→ FLASH
モー ドに変換 され
ます。

FLASH→ FLASH(`)
モー ドに変換 され
ます。

FLASH(`)→ 定
常光 (Tま たはF
優先)モー ドに
恋種 さ力 圭ォ

ASA・ MINキ ーを
押 しなが ら、▲キ
ー または▼キー を
オ甲づにと

ASA 6～ 8000ま での フィルム感度がセ ッ ト

で きます。

▲キー、 または▼

キー を押す と

F・ EVoSTキ ー

をオ甲す と

1秒 ～1/500秒 までのタイムがセットできます。

F(Fイ直)←→表示なし(A∨イ直)の切換えができます。

T・ Fキ ー を押す と

U(ベル)キーを
押すと

U(ベルのセット)表示●→ 表示なし(ベルのセット解除 )
の切換えができます。

定 常 光 タ イ マ ー

し

麟

な

ムイ

一不

タ

表

Ｔ

F 表  示
F(絞 り)優先

表示 な し

定常光 (Tま たは F優先 )→ タイマーモー ドに

変換 され ます。

タイマーー→FLASH Cモ

ー ドに変換 されます。

1秒～59分 までの時間

がセ ッ トで きます。

30分～1/8000秒 までの

タイムがセッ トできま

ケ。

FI.0～ 90ま での絞 り

がセッ トできます。

1秒 ～59分50秒 までの

時間がセ ッ トで きます。

F(F値 )中→ EV(EV
値 )の切換 えがで きま
す。

タイマー をスター トす

ることがで きます。(途

中でス トップ も可 )

T→ F(5.6)優先 に変換

され ます。

F→T(:25)優先 に変換

され ます。



付属品について
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1.光球

入身寸光式でポートレートや立体的敬 写体

の露出を浪1定するときに使用します。

〔取付 け方法〕

光球と受光部の自点 (着脱指標)を合わせ

ます。つぎに光球を矢印方向に静かに回転さ

せるとクソック確 実にセットされます。

●取りはずすときは、矢印とは逆の方向に回

転させます。

〔測定方法〕

被写体の測定したい位置から、光球を正しく

カメラの方向に向けて測定 します。

2.白色 平 板

入射光式で照明コントラスト、照度などを測

定するときや平面的な被写体の露出を測定

するときにイ吏用します。

〔取付 け方法〕

取付け、取りはずしは光球の場合と同じです。

〔測定方法〕

被写体の測定した 位ヽ 置から白色平板批

源に正しく向けて測定します。

ただし、平面的な被写体の露出を測定する

ときは、被写体の測定したt位置から白色平

板をカメラの方向に向けて測定します。

8

3.光角度 板

反射光式で被写体の反射光(輝度 )を測定

するときに使用します。輝度域調整用として輝

度の相ヌ寸1ヒ 0吏写クトのコントラスト)を知ると

きに必要なほか、入射光式では沢1定困難な

場合にも使用します。

〔取付 け方法〕

取付け、取りまずしは光球の場合と同じです。

〔測定方法〕

被写体に光角度板を正しく向けて浪1定します。

なお被写体の部分測定をしたいときは、ぜき

るだけ近づ tヽて測定してください。

4.シンクロコー ド

露出計とストロボを接続してフラ″ ュ光を浪1

定するときに使用します。この長さ5mのコード

は、3つのプラグ猪 ち、露出計レトロボおよ

びカメラを同調させることができるので、撮影

をするときにもコードを差し換える必要がなく大

変便利です。また露出計側の接続端子は、

ロック機構がついているので確実 t_l■続する

ことができます。なおコードをはずすときは、ロツ

クを解除するリングの部分を持ち、手前に引

ぃてください。

ス トロポ カメラ
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測定の準備

5.ビューファィンダー

(受光角 10° )別売

光角度板と同じ、反射光式で測定するときに

使用します。なお受光角が10■狭いので、離

れている被写体に近づにとな彼1定できま魂

また測定部分を目で確認できます。

!.電池 を入 れ ます。

電池は、単三乾電池 (1.5V)1本を使用しま

す。なお、アノレカソマンガン車乞電池 (LR6)で

連続使用4時間以上、マンガン乾電池 (SU

M‐3)で連続使用 2時間以 1■の測定が可

育して」す。

〔電池の入れかた〕

①電池ふたの凹部 (■旨をかけ、押しながら矢

印の方向に引いてはずします。

②電池の①Oの極性を確認し、電池ケース

内の表示に合わせて正しく挿入します。

③電池ふたの 11凸部を本体に合わせ、スラ

イドさせて取りつけます。

〔注意〕

●電池を入れるときは、電池の①Oの極性
をまちがえないてヽ ナごさい。

●電池の両極および露出計の接片のよご

れをのぞにヽて入れてください。

●1週間以上使用しないときは、電池の漏液

などによる内部回路の不良を防ぐため、電

池を取りHlし、ケースのサイドポケットに保

管してください。

2.電池 をチェック します。

電池の電圧が不足すると、正しtヽ ,貝1定値を

示しません。使用する前には必ず電圧″ ェ

ックしてください。電
'王

が下力ゞるにしたがつて

ドットが減っていきます。



▼

〔チェックの方法〕

①電源ON・ OFFキーをONにします。
②キーを押している間はbcおよび全負荷の

電池電圧 (ドット)が表示され、離すと測l

定モードが表示されます。

〔注意〕

●電池の電lLが 不足していると、キーを押し

ている間はbcおよび 」(アンダー)マーク

がフラッシング (または表示なし)して不足

を知]らせます。このときは、新しにヽ電池に交

換してくナごさい。

●電池電ナ1:が低 卜しかかっている電池では、

爬頴勺にbc(ドット)表示されますが、異

常な表示をすることがあります。

このときは電池をIIXり 11キ して10オ少以 11経

過後、入れなlD‐ してください。

なお、それでも異常な表シJtをしたときは、新

しい1し

'也

と耳(りな午えてくオぎさい。

3.カ プセル の 開 け方

各操作キーは、11ド各4イ固づつ2段 1項己置さ

れていますが、下側のキーはカプセルを開け

て操 f41します。

開けるときは、写真のように
'ヽ

手で本体上部

を持ち、もう ―方の手でカプセルの部分を持

って引き下げます。

●下側のキーを操作しないときは、カフ■ノを

閉じておくと誤操作を防ぎます。

12
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4.測定モードの切換 え(1)

電池を入れ、つぎに電源ON・ OFFキーを0

Nにするとbc表示後、FLASH C(シンクロコ

ード接続測定モード)の表示がされます。

つづいてMODE(モード切換 )キーを押すと、

右図のようにエンドレスで変換します。

〔注意〕

●タイマーモードのとき、測光ボタンスイッチ

を押すと定常光測定モードに変わります。

ンンクロコー ド接続測定モー ド

FLASH    ASA 5リ

□
]_.∫ IF5 `
1 14 2 23 4 56 8 11 162232456490

積算測定モー ド

FLASH.C  ASA 5リ FLASH.C   ASA島 リ

□

FLASH    ASA sリ

1 14 2 23 4 56 8 11 16 2232456490

５Ｆ

一

顧
　
　
・一

■
日

□

コー ドレス測定モー ト

ASA 6リ

口

　

　

一

‐

日
螂
一
”

_・ ∫ lL35
23 4 56 8 11 162232466490

定 常 光 測 定 モー ト

■
婦

1 14 2 23 4 56 8 11 16 2232456490

タイマーモー ト



5.測定 モ ー ドの切換 え(2)

定常光測定モードでFoEV切換キーを押

すとF磁

“

)‐ EV表示に変わります。

⇔

フラッ,ィュ光測定モードでF・ EV切 換キーを押す

Value)に変わります。

ASA 5リ

回 ■
螂

1 14 2 23 4 56 8 11 162232456490

とF絞 り)⇔ 表示なし(AV=Aperture

●定常光測定モードでF(絞り)優先の場

合は、EヽZ値測定はできません。

6.ASA感 度 の切 換 え

ASA(フィノレム感度セット)キーをキ甲したまま、

▲(アップ)キーまたは▼(ダウン)キーをオ甲し

て、使ナl,す るフィルムのASA感度をセットしま

す。

●右の ド|メ|は LIメ lより▲キーを8い |夕「して

ASA64⇒ 400に変換しました。

●▲キーおよび▼キーは、1秒以 Lオ甲す潔〕

1/3秒間隔で連続して変換されます。

●フィルム感度は、ASA6～ 8000ま でセット

できまt。

●ASAとDINの 1ヒ卓交は、ド:このとおりです。

〔注意〕

●F⇔ EV(ま たはAV)の切換えは、測定
前・測定後に関係なく変えることができます。

14

■
日

一
”

■

　
　
¨
‐

FLASH.C  ASA 5リ

↓

FLASHoC  ASAィ ]θ

FLASH.C  ASA』 リ

占
蕊

●F値とAV値との関係は下記表になります。

F N。 1 4 ||

AV 0 | 2 3 4 5 6 7 8 9

12             25 50 100(125)

8  10  1  16 20  1  32 40 64    80 120   160

ASA

D!N lo ll  l  13 14 1  16 17 19    20 22    23

12

800

18

3200

21

6400

1000  1200    1    2000  2500

F No
小数項 F・

1・

■  %AV表 示
AV



7.タイムの切換 え

▲ (アップ )キーまたは▼(ダウン)キーをオ甲し

て、測定したいタイム(シャッター速度 )に合わ

せます。

●右上の図のときに、▲キーを1度 押 す と下

の図のようになります。(1押 しで lEV変換 )

●タイム変換できる数イ直は、

フラッシュ光測定 :1秒 ～1/500禾少

定 常 光 測 定 :30分 ～lβ000秒

●▲キーおよび▼キーは、1秒以上オ甲すと約

%秒間隔で、連続 して変換されます。

8.ベリレα》tッ ト

ロ (ベルセット)キーを押すとロマークが表

示され、音がセットされます。なお角旱除すると

きは、再度Mキーを押します。

●音は、すべての測定モード(1セットできま

す。

●音をセットすると次のときになります。

①各操作キーを押したとき。

②濃1光スイッチボタンをす甲したとき。

③ FLASH(コ ードレス測定モード)およ
びFLASH(ど )(積算測定モード)で
受光したとき。

④ 定常光における明るさの変化が lEV以

上あったとき。

16

FLASH.C  ASA 3リ目
] _.」
露
IF5

1 14 2 23 4 56 8 11 162232456490

↓

FLASH.C   ASA島 リ

□
] _.∫ F5」
1 14 2 23 4 56 8 11 162232456490

圏  FLASH.C  ASA fリ

□
]_.∫ IF3
1 14 2 23 4 56 8 11 162232456490

FLASH.C  ASA′ 」J

□
星]J中」5]
1 14 2 23 4 56 8111 16 2232456490

ストロボ光。シンクロコード接続測定

被写体位置からストロボを発光させて浪1定し

たいときやコードレスではストロボを発光さ

せても,=111=十カツ惑じなにヽときは、鐘計11言卜とス

トロボをイヽl‐属のシンクロコードで接続して測

定します。

〔測定の方法 〕

① 電

'原

ONoOFFキーを1甲 します。

② MODE(モード切換 )キーを押して、FL
ASH.C(シンクロコード1妾続測定モード)

にしまt。

③ ASA(フィルム感度セット)キーをオ甲したま

ま、▲(アツプ )または▼ (夕
゛
ウン)キーを押し

て、使用フィルムのASA感度に合わせま
す。

④ ▲または▼キーを押してシャッター速度を

:役定します。(嬌少～1/500本少)

⑤ シンクロコードを露出「 卜のシンクロターミナ

ルに取りつtム ストロボと接続します。

③浪1光ボタンスイッチを押すとストロボが発

光し、絞 り値が表示されます。再度、測定

するときは、測光ボタンスィッチをオ甲してくナご

さに`。

● F鮨わ )1む土動範囲は、F10～ 90 JⅢ '■

(90.9)まて

'て

ドす。

● ,則定 llHは、Fイ直表示とともにドット表示 しま

す。なおドット表示は、

%,→%← %)、 %)→ 0← %)のように表示
しまl。

FLASH.C  ASA l『 」

．
日

一

２２３２４５６４９。

田

■

一
　
８ ‐‐‐６

ント



●涙1定範囲を外れた場合は、F値表示が
E(エラー)となり、1(アンダー)または 8

(オーバー)が表示されます。

●FLASH.Cモ ードでも定常光の測定が
できます。ただし

'則

定のときは、シンクロコー

ドをはずします。

〔ASA変換 による測定後の演算につ
いて〕

● 測定後の表示が右図のようなとき、ASA
数値を100から64に変換すると右 ド図のよ

うに絞りfl●が変わります。

〔F⇔ AVの切換 えについて〕

●FoEVLD換キータ甲すと、測定の前後に

関係なく、F値表示い V値 (表示なし)が

変わります。

FLASH.C   ASA′ un」
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〔注意〕

●測定後のタイムの

'寅

算はできません。

●電

'原

ON・ OFFキーは、OFFの 1大態でも

茸セ終のASA、 タイム、測定モードがロック

されています。

●タイムを設定するときは、使用するカメラの

Frll調範囲内であることを確言忍してください。

●ストロボによつては、シンクロコードを使丹Jし

て測定する場合、発光しないものがありま

す。この場合は、「コー ドレス

'貝

1定」で測

定してくだ さい。

●大型 ス トロボ (閃光持続時間の長いス

トロボ)を使片lして、フォーカルフ
゜
レンシヤ

ッター付カメラで同調させる場合は、光量

不足になる場合があります。カメラのX17x点

の実同調時間を確認のうえ、ご使用くださ

●シンクロターミナルにシンクロコー ドを耳又り

つけたとき、ストロボが発光する場合があり

ますが占支障ではありません。
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ストロボ光 0コードレス測定

被写的 楚ゞヒくてシンクロコードが届かないと

き、またシンクロコードカ
'じゃまなときは、

コード

材妾続しないでストロボ光を浪1定することができ

ます。(特殊な照明 ドでの測定の1祭 は2′4頁

の

'主

意をご参月晨ください)

〔測定の方法〕

① 電源ON・ OFFキーを押します。
② MODE(モード切換 )キーを押して、FLヽ
SH(コードレス

'貝

1定モード)にします。

③ ASA(フ ィルム感度セット)キーをオ甲したま
ま、▲ (アップ )または▼(ダウン)キーを押

して、使用フィルムのASA感度 に合わせ
ます。

④ ▲または▼キーを押してシャッター速度を

設定します。(1不少～1/500秒 )

⑤ ストロボを発光させると自動的 に預1定 し、

表示されます。

再度、測定するときは、測 光ボ タンスイッ

チを押 してF lri表 /JAを 011も どしてくださ

tヽ。

●F(絞り)値連重力範囲は、Fl.0～ 90ゞ "・t

(90.9)ま マゴマゴす。

●測定1直は、Fl責表/Jtと とも
`ニ

ドット表示しま

す。なおドット表示は、

%→ 1/・←イ|、 %|→ 0← %)のように表示
しまt。

●測定範 lllを外れた場合は、F値表′JtがE
(エラー)となり、す(アンダー)またはぢ(オ

ーバー)力 '表示さオ■ます。

● i脚用ネジ穴に露出計を固定して測定

することもできます。
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〔ASA変換による測定後の演算につ
いて〕

●測定後の表示がイf図のようなとき、ASA

数値を100か ら64に変換すると右 ド|ス |のよ

うに絞 りfl●が変わります。

〔F⇔ AVの切換えについて〕

●F・ EV切換キーを押すと、測定の前後に

関係なく、F値表示とAV値 (表示なし)力｀

変わります。

〔注意〕

●測定後のタイムの演算はできません。

●電
'原

ON OFFキーは、OFFのメ大態でも

最終のASA、 タイム、測定モードがロック

されています。

●タイムを設定するとコよ、使用するカメラの

同調範囲内であることを確認してくださtヽ。

●日:|:シンクロなど、コードレス浪1定モード

では周囲の明るさによって

'員

1光できない場

合力'あります。このようなときは、
コード接続

測定モードにしてシンクロコードを接続し

て,員1定してください。

合
●
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● 大型ストロボ (1天,光持続時間の長いストロ

ボ )を使
'IIし

て、フォーカルフ
゜
レンシヤッタ

ー付カメラで「 1〔 J司させる場合は、光 :止不

足になる場合力'あります。カメラの Xオカ r、 (

の実卜J調時間を確:言忍のうえ、ご使サllくださ

にヽ。
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ストロボ光・ 測定

1回のストロボ発光では光fiが不足のとき、ま

た多重露 lllによ帯 殊な表現をしたいときなど、

ストロボを数 Fl発光して撮影することがありま

す。このようなときは、横算測定モード(l LIJ換

えて測定します。なおシンクロコードは使用ぜ

きません。

(i則定の方法〕

① tルi10N・ OFFキーをオ甲します。

② MODE(モード切換 )キーを押して、
FLASH・

`(積

算測定モード)にしま魂

③ ASA(フ ィル′、感度セット)キーをオ甲した

まま、▲ (アップ)または▼ (ダウン)キーを

オ甲して、使′i,フィル′、のASA感度に合オ)
せます。

④▲または▼キーを1甲してシャッター速度を

設定します。(1不少～1/500秒 )

⑤ストロボを発光させるたびに自動的 t■黄算:

測定し、測定値と村:算レl数を表示します。

|り芝、測定するときは、測光ボタンスインチ

を1町 lしてFlri表′Jミぉょび率ずt算 ||]1数表′Jtを

0にもどしてください。

●積算|口 1数は9「 :はで口r能です。また10回

以 11の発光は積算口l数表示が E(エラ

ー)表示となり‖1定 はできません。

●F(絞り)値 ,二動範囲は、Fl.0～ 90J"'t

(90.9)ま でです。

●減11三 itは、FlFiツしJtとともにドット表 /Jtしま

す。なおドット表示は、

%,→ %←■ 1)、 %,→ 0← %)のように表′Jt

しまf.
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積算測定モー ド

●測定範囲を外れた場合は、F値表示がE

(エラー)となり、1(アンダー)または 3(オ

ーバー)が表示されます。

● 二月却用オ、ジ穴 t二露‖t:計をI司定して預1定
することもできます。

〔ASA変換 による:則定後の演算に
ついて〕

●測気ゴ炎の表ンJミがイi隊|のようなとき、ASA
数値を100か ら64に変換すると右 ド図のよ

うt率をり値が変わります。

〔F⇔ AVの切換 えについて〕

●F・ EV切換キーを押すと、測定の前後に

関係なく、Fflll表示とAV値 (表示なし)が

変わります。
r〕
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4回の発光による表示
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10回以上の発光による表示



〔注意〕

●測定後のタイムのi寅算はできません。

●それまつ 積算値の%〕EV以下の光が加

算されたとき、回数は表示されても測定値

は変わりません。

●電源ON・ OFFキーは、OFFの 1大態でも

最終のASA、タイム、測定モードがロック

されています。

●タイムを設定するときは、使用するカメラの

同調範囲内であること葱確認してくださにヽ。

●他の人がストロボを発光させたり、誤って

ストロボを発光させる断責算値に加算され

ます。

●大型ストロボ (「人]光持続時間の長いストロ

ボ)を使用して、フォーカルフレ゚ンシヤッタ

ー付カメラで同 lJ‖させる場合は、光|:L不

足になる場合があります。カメラのX接点

の実同1脚 |キ ||りを確 :認のうえ、ご使用くださ

●ラピしド型螢光灯や特殊な照明 ドでは誤

重力作する場合があります。

その場合は、

① FLASH_Cモ ードにLyJ換えシンクロコ
ードを使用して測定してください。

②シンクロコードを使用できなにヽ場合およ

びFLASH。

`(不

J:算モード)モード

で測定する場合は、照明を消して影響

を除いて測定してくノごさい。

フラッシュバルブの測定

M級およびFP級のフラッシュ′シレブな貝1定
する場合は、ストロボ光のシンクロコー睦 続

測定と同じ方法で

'則

定することができます。

〔測定の方法〕

①電
'原

ONoOFFキーを押します。
② MODE(モード切換 )キーを押して、FLA
SH.C(シンクロコート導妾続浪1定モーめに

します。

③ ASA(フィルム感度セット)キーを押したま
ま、▲ (アップ)または▼ (ダウン)キーをオ甲

して、使用フィルムのASA感度に合わせま
す。

④▲または▼キーを押してシャッター速度を

設定します。(1秒～1/500秒 )

できるだけ%1秒以 下に設定してくださtヽ。

⑤シンクロコードを露出計のシンクロターミナ

ルに取りつけ、フラッシュガンとす妾続します。

⑥浪1光ボタンスイッチを押すとフラッシュバル

ブが発光し、絞り値が表示されます。再

度、,則定したいときは、測光ボタンスイッチを

1甲してψビきい。

●F(絞り)値連動範囲は、Fl.0～ 90J"'t

(90.9)ま て

'て

ゴ・ケ。

●測定1直は、Fイ直表ラスとともにドット表ラ示しま

す。なおドッ陽浸示は、

%)→ %← %)、 %→ 0←%のよう(表示
します。
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●測定範囲を外れた場合は、Fit表示がE

(エラー)となり、1〈アンダー)または3(ォ

ーノヾ―)が表示されます。

●FLASH.Cモードでも定常光の測定が

できます。ただし

'員

1定のときは、シンクロコー

ドをはずします。

〔ASA変換 による測定後の演算 につい
て〕

●測定後の表示がイf図のようなとき、ASA
数イ直を100カ >ら 64t二変換するとイfド IXIの

ように絞りfllが変わります。

〔F⇔ AVの切換えについて〕

●FoEV切換キーを押すと、測定の前後に

関係なく、F値表示とAV(表示なし)が変
わります。
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〔注意〕

●コードレス,貝1定および積算測定モードで

は測定できません。

●測定後のタイムのi寅算はできません。

●電源ON・ OFFキーがOFFの
'大

態でも、

最終のASA、 タイム、
'貝

1定モードがロック

されています。

●タイムを設定するときは、使用するカメラの

同調範囲内であることを確認してくださに`。

また同調時間は%秒以 ドにしてくださにヽ。
●フラッシュノウレブを使用して撮影するいは

カメラのシンクロ接点は、X接点にしてくだ
さい。

●シンクロターミナルにシンクロコードを取り

つけたとき、フラッシュバルブカツこ光する場

合がありますのでシンクロコードを取りつけ

た

`た

、フラッシュバノンフ
゛
をフラッシュカ

゛
ンに

取りつけてください。



定常光の測定

自然光やit灯光などの定常光を、Tlタイム)

優 先、またはR絞り)優 先で 手軽に演1定する

ことがイごきまt。

〔測定の方法〕

① 電

'原

ON・ OFFキーをオ甲します。

② MODE(モ ード切換 )キーを押して、定常

光測定モー ド(Fまたは表示なし)にします。

③ 減1定モードは、T・ F切換キーを押 して、T

優先 (表 4tなし)と珂憂先(F表示)の どちら

かを選びます。

④ ASA(フイルム感度セット)キーを1甲 したま

ま、▲(アッフ
゜
)ま たは▼(ダウン)キーを押し

て、使用フィル′、のASA感度に合わせます。

⑤ ▲または▼キーを押して

「

優先の場合は

シヤッター速度を、F優 先の場合は絞り値

を設定します。

③ 測光ボタンスイッチを押すとそのときの Iり 1る

さを

'貝

1定します。

なお、T優 先の場合はFll●、F優 先の場合

はタイムカ'表
′Jtさオ■ます。

●T優先で運動表′」さ れるF値は、Fl.0～

90 J・ :・t (90.9)ま て「 てゴt。

●F優先で連動表ノJミされるTlriは、30分～

1/8000不少までです。

●定常光測定モードでは、浪1光ボタンスイ

ッチをONの ままて、変重力するり]るさら墓続

,員1】tしまt。

●T優先の場合の測定値は、Flri表示とと

もtニドット長′Jtします。

なおドット表′Jtは、

%→ %← %)、 %|→ 0← %)の ように表′Jてし

ます。
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F(絞り)優先の場合

●F優先の場合の設定F値は、ドットでも表

示し、測定値による変化については、ドット

は変化しません。

●測定範囲を外れた場合は、F値表示ま

たはT値表示がE(エラー)となり、1(アン

ダー)または5(オーバー)が表示されま

す。

〔T優先の場合の測定後の演算につ

いて〕

●測定後、フィルム感度を変換することにより

演算することができます。

●同じく、タイムを変換することにより演算する

ことができます。

〔F⇔ EVの切換えについて〕
●F・ Eヽ′切換キーを1甲すと、測定の前後に

関係なく、FflF表示とEV値表示が変わり

ます。

ASA64→ ASA400に 変換 した場合

↓

シャッター速度を1/250秒 → 1/25秒に変換

した場合
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〔F優先の場合の測定後の演算につ

いて〕

●測定後、フィルム感度を変換するこなこより

,寅算することができます。

●同じく、設定F値を変換することそこよりi寅算

すること力`1ごきます。

(注意〕

●電
'原

ON。 OFFキーは、OFFの状態でも

最終のASA、 タイム、測定モードがロック

さオ■ています。

●F優先の場合は、F⇔ EVの切換えは
できません。

●F優先の場合は、小数項の表示変化にご

注意ください。小数項を表示した場合は、

設定Fイ直に′」ヽ数項をカロえたFイ直をカメラに

セットしてください。
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↓

ASA64→ ASA400に 変換 しチこ場合

↓
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絞り値をF5.6→ F22に変換 した場合

ムート カメラの場合の露出測定

測定方法は、定常光の測定と同じですが、

ムービーカメラの場合は8、 16、 32…とコマ数

彎tf立になっていますので、コマ数に大寸応した

シヤンター速度をセットして測定してください。

〔測定の方法〕

①電源ON・ OFFキーを押します。

② MODE(モード切換)キーを押して、定常
光測定モードにします。

③ T・ F切換キーを押して、T(タイム)優先

t二しまt。

④ ASA(フィルム感度セット)キーを1甲したま

ま、▲ (アップ)または▼ (ダウン)キーをオ甲

して、使用フィルムのASA感度に合わせま
す。

⑤▲または▼キーを押してコマ数に対応した

シヤッター速度を設定します。

⑥瀬1光ボタンスイッチをオ甲します。

ムービーコマ換算表

●12コマ、18コマ、24コマの場合は、適合する

シヤンター速度がありません。ド記の換算

表の補正オ旨示に従い、ASAのセッ睦変え
て補正してください。

。-1/3補正 :使用するASA感度より1
つイヽさtイ直にセットします。

(ASA40→ ASA32)
。+1/3補正 :使用するASA感度より1

つ大きt晰直をセットします。

(ASA40→ ASA50)

●シκッター開角度が180°でないときは、測

定値 tサ寸して補正してくださにヽ。

・開角度 160° :-1/5EV補 正します。
・開角度220° :+1/3EV補正します。

ムー ビー コマ数 8

シヤ ッター速度 1/15 1/30 1/125 1/250

補  正  量 0 +1/3 0 一 1/3 十1/3 0 0 0



コントラストの測定

被写体位置で、被写体の明るt培「分 (li光

源 )」音にヽ部分 (補助光源 )をそれぞれ測定

し、月1明光源のヌ寸月晨上ヒ(コントラスト上し)を調

整します。

(フラッシユ光の場合の測定方法〕

①rl色平lFxと′愛光部の白点(着脱指標)を

合わせ、つぎにri色平板を時計方向に回

わして取りつけます。

②電
'原

ON。 OFFキーをオ甲します。

③ MODE(モード切換)キーを押して、フラ

ッシュ光の測定モードtiします。

④ F・ EVtW換キーを押してAV表示にしま

す。

⑤ ASA(フィルム感度セット)キーを押したま

ま、▲ (アツプ)または▼ (ダウン)キーを押

して、使用フイルムのASA感度に合わせ

ます。

⑥▲または▼キーを押してシヤッター速度を

設定します。

⑦露出計を被写体位置で保持し、自色平

板の中′じヽを主光源の中′しヽに正しく向けて

測定します。

③ Fpl様の操作で補助光源の露出を浪1定し

ます。この場合、主光源からの影響授 け

ないように注意し、 自色平板の中心を補
助光源の中心に正しく向けて測定します。

⑨図のように、i:光源と補助光源の差が 2

の場合は、コントラスト1ヒが4:1となります。
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〔定常光の場合の測定方法〕

①自色平板と受光部の自点(着脱指標)を

合わせ、日寺計方向に回わして取りつけま魂

②電源ON・ OFFキーを押します。

③MODE(モード切換)キーをオ甲して、定常
光測定モードにします。

④ T・ F切換キーを押して、T優先 (表示な

し)(二しまt。

⑤ F・ EV切換キーを押して、EV表示にしま

す。

⑥ ASA(フィ/L/ム感度セット)キーをオ甲したま

ま、▲ (アップ)または▼ (ダウン)キーを押

して、使用フィルムのASA感 度に合わせ

ます。

⑦露出計を被写体位置で保持し、自色平

板の中心を主光源の中心に正しく向けて

,員1定します。

③同様の操作で補助光源の露出を浪1定し

ます。この場合、li光源からの影響を受け

ないように注意 し、自色平板の中心を補

助光源の中心に正しく向けて測定します。

③図のように、主光源と補助光源の差が1%

の場合は、コントラスト1ヒが3:1となります。

〔注意〕

●露出の決定は、光球をつけて入射光式

で測定してく′ごさい。
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タイマー

長時間露光を行うときなどは、タイマーモード

(1すると、1秒から59分50秒までセットできる減

算式タイマーとして利用できます。

〔タイマーのセット方法〕

①電源ON・ OFFキーを押します。

② MODE(モ ード切換 )キーを押して、タイ
マーモードにします。

③ MIN(タイマー分単位セット)キーおよ

び▲ (アップ)または▼ (ダウン)キーを押

して、希望する時間をセットすることができ

ます。

※秒単位のセット

●▲キー、▼キーをオ甲すと1秒 (S)づつ変
換します。

●60秒になると1分 (m)に変換しそれら、三は

10秒単位の変換 (こなります。

●連続変換するときは、キーを1秒以 L押す

と%秒間隔で連続して変換されます。

※分単位のセット

●MINキーを押しな力
'咲
▲キーまたは▼キ

ーを押すと1分単位のセットができます。

●連続変換するときは、キーを1秒以上押す

と%秒間隔で連続して変換されます。

〔注意〕

●右図のように分と秒をセットするときは、初め

に分単位のセットを行ってください。

34
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□

タイマーモー ド

〔タイマーのスタート方法〕

ST(タイマースタートストップ)キーを押す
と、セットされたタィマーがな ―卜します。

●秒のみのセットのときは、表示された数値
が1秒ごとt⇒成算します。

●分、または分場少のときは、1秒ごとにS(秒 )
表示力`フラッシングしてlo秒単位で減 算

します。

●表示が0になったときは、ベノレのセットに関

係なくピー・ピーと鳴り、再びセットされた数

値が表示されます。

●タイマーの使用後、他のモード(1変換し

て再びタイマーモードに戻したときは、前

回の設定数値が表示されます。(電池を

交換したときは、oになります)

●タイマーモードのとき、測光ボタンを押す

と定常光モードに変換されます。

〔タイマーの途中でのストップ方法〕

●ST(タイマースタート・ストップ)キーを1甲し
てください。てくださtヽ。再度な ―卜させる場

合は、STキーを再度1甲すとその時の表示
数値よリスタートします。

田   m s

5。 Fθ

:■ 2響 456811162232456490



定常光の照度 (ノしタス)の測定

白色平板を使用して、照度計として使用する

ことができます。

(測定方法〕

①自色平板と受光部の自点を合わせ、つぎ

に自色平板を時計方向に回転して取りつ

けます。

② MODE(モ ード切換)キーを甲して、 定
常光測定モー ドにします。

③ T・ F切換キーを甲して、T優先 (表示な

し)にします。

④ FoEV切換キーを押して、EV表示にしま

す。

⑤ASA(フィルム感度セット)キーを押したま

ま、▲ (アップ)または▼ (ダウン)キーを押

してASA100にセットします。

③受光部を測定面と平行 (1セットして測光ス

イッチボタンをオ甲します。

〔照度の換算法〕

たとえば図のようにEVの整数部が 6、 イヽ数吉「
が0.5の ときは、右の表から

●照 j支 =217.6× 1.414■ 307.7(Lx)と な

りまt。

〔,主意〕

●より正確な照度を求める場合は、専用の

照度計をご使用ください。
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指示補正の方法

この露出計は当社の基準により標準的な校

:[力されています力
'、
 受光部底面にある補

l[ボ リウムにより、約±1段 (EV)本目当の範
囲で補正できま→

‐
。

補 IEす るときは、 ―卜分なテスH最影をしたうえ
で、ご自分の好みに合わせて補正してくださ

い。

〔補正の方法〕

指示補正ボリウムのミソヽ こ○ドライバーを正

しく入れ、静かに回転して補正します。

●時計方向に回転する計旨示値が大きくな

り、撮影した写真は露出がアンダーになり

ます。

●反時計方向に回転する計旨示値が小さく

なり、撮影した写真は露出がオーバーに

なります。

〔注意〕

●補正ボソウムは約±1段 (EV)以 _Lは回
転できまtIん。

●補正以外に、このボソウムはさわらなtヽでく

′ごさにヽ。

(― )      n      (十 )
+0.2

+0.4

+0.6

+0.8
+l



測定範囲
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取扱い上の注意

お買い上げいただいたセコニツク・デジプロX-lL-518は、多くの電

子部品づ構成された精密電子機器ですので、下記の点にご注意 ください。

a。 落下、または急激な衝撃は絶対にさけて ください。

b・ 極度の高温、多湿な場所には保管 しないで ください。

C。 光球、自色平板は傷がつかないように、また常に清潔に保つよう

t二 して くナごさい。

d。 余分な電池のi肖 もうを避けるため、使用時以外は、できるスごけON
・OFFス イッチをOFFに してく′ごさtヽ。
e。 この露出計の使用温度範囲は、 0℃ ～+40℃ です。

万一故障がおきましたときには、最寄の営業所、またはサービス・ ス

テーションにお持ちください。

お近 くに、営業所 またはサービス・ ステーションがなく郵送される場

合には厚さ 3 cm以上の衝撃よけパ ッキングに包んでから、段ボールな

どで梱包 して ください。

アフターサービスについて

弊社の製品には一定の期間内無米斗修理をお引受けする保証書が添付

されておりますので、言己載事項をお確かめのうえ販売店よりお受取 り

ください。

なお保証書の再発行は致 しませんので、取扱説明書 と併せて大切に保

管 して ください。

●無料保証期間などについて

① 無料保証期間はお買上げ日よりlヵ

年間でございます。

②保証書にお買上げ日および販売店名

のないものは保証の対象になりませ

んので、必ずお確かめください。

③無料保証期間内でも有料修理となる
場合 もございますので、保証書の記

載事項をお確かめください。

④保証期間経過後の修理は有料となり
ます。また、運賃諸掛 りはお客様に

ご負担願います。

●補修用性能部品の保有期間などについて

①補修用性能部品は 5年間を目安に保
有 しております。 したがって、本期
間中は原則 として1多理をお受けいた

します。なお故障箇所によりまして

は期間が過ぎても1多理可能の場合 も

あ りますのでサービスセンターにお

問合せ ください。

②修理可能期間はご使用の状態や環境、

お手入の状態などによって異なる場

合があ りますので、現品をご持参の

うえお買上げ店またはサービスセン

ターにご相談 ください。

③修理可能期間内で も浸冠水、強度の

ショック、その他損傷のいちじるし    ●お問合せ先について
いもので、修理後の機能維持に問題    本製品のイ呆証、修理、使い方などのお
が残ると思われます ものにつきまし   問合せは、最寄 りのサービスセンター
ては修理不可能となる場合があります。   をご利用 ください。

●修理ご依頼時における留意事項

① l多理品につきましては、故障内容を、

またごオ旨定の修理箇所があ ります場

合には、その指定箇所をできるだけ

具体的にお申し出 ください。

ごオ旨定のない場合には、各部点検を

はじめ品質的、性能的に必要 と認め

られるすべての ところを検査・調整

・修理することになり、修理料金が

加算される場合があ りますのでご留

意 ください。

②修理をご依頼されたものの中には、

単に電池を交換するだけで正常に作

動する「故障 していないもの」力'見
受けられます。電池の容量低下、①

Oの逆、定格違いなどについて、よ
くお確めください。

●転居の場合の手続きについて

① 転居で販売店にご依頼 しにくい場合

は、最寄 りのサービスセンターにご

オロ言炎く′ごさtヽ。



仕様

測 定 方 式●入射光式、反射光式兼用
●フラッシュ光および定常光用多機能デジタル露出計

測 定  範  囲●フラッシュ光 =Fl.0～ F90+0.9AV
〔ASA100〕 ●定 常 光=EV-1～ EV18

く り返 し精 度 ●±o.lEV以内

受  光  部●入射光式……光球、自色平板
●反射光式……光角度板 (受光角55度 )

●ビューファィンダー (受光角10° )月 J売

● 2方向回転式……左右270°

■  90°

●受光素子 ……シソコン受光ダイォード

フイルターにより分光特性補正

校  正  常 数●C=340 K=12.5

測定モー ド表示

1.フ ラッシュ光●FLASH.c… … コート■妾続測定モード
●FLASH… ………コードレス測定モード
●FLASH(`)… 積算測定モード

2.定  常  光●モード表示部に表示なし・……タイム優先モード
●   F  …………………絞り優先モード

3.FoEV切 換え●フラッシュ光…… 表示なし(AV値 )0～ 15
●定 常 光………EV表示  -5～ 24.9

日盛表示 (各数値の表示)

●ASA… ……6～ 8000(%SVステップ)
●TIME… ……フラッシュ光  1～ 1/500秒 (lTVステップ)

定  常 光 30分～1/8000秒 (lTVステッフ゜)
(絞り優先測定の場イヽは %TVステッフ

゜

● F輌直…………1.0～ 90+0。 9AV(%IAVステップ)
ドット表示  1.0～ 90まで %AV表示

●EV… …… -5 -24.9
(定常光の表示  0.lEVステップ )

●AV… ……0～ 25
(ス |
ロヽボ光測光の表万ミ 0.lAVステップ )

(表示はF表示がなくなり他表示もなし)

そ の 他 の 表 示 |●測定範囲アンダー表示

F、 EV、 T表示部はE(エラー)表示

レ

|        
卜表示部 は 1表示

●測定範囲オーパ)―表示

F、 EV、 T表示部はE(エラー)表示
ドッ

|       
卜表示部は

`表
示

●バッテツーチェック

b.c表示を行い、ドットで電池容量表示

●べ /t/(音 )運動浅tラ]「ヽ

モ ー

|       
―ド表示部にベルマ

●タイマーセット表ラ        '~ク
表示

下

邑0`
i表示

使 用 電 池 ●単三乾電池 (1.5V)1本
(」IS:LR6・ S UM-3(R6)

そ   の   他 ●指示補 IEボツウムつき(± l EVオロ当連続可変式 )

標 準 付 属 品●光球、自色平板、光角度板、

大   き   さ●142(154)× 64× 28 mm
(  )内寸法はカフ

゜
セル引伸し日寺

重       さ●約200g(電池含まず)

この取扱 い説明書 に記載の仕様 および外観 は、改良のため予告なく変更する場合があります。
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東京営業部 〒 162東京都新宿区市ヶ谷田町3-8新杵ビル 03(269)7243

大 阪営業所 〒541大阪市東区本町2-25本町ビジネスビル 06(263)1571

名古屋営業所 〒460名 古屋市中区栄 5-8-14万 国ビル 052(251)6201

鵜計―馘センター 〒 162東京都新宿区市ヶ谷田町3-8新杵ビル 03(269)7241

■

社 〒177東 京都練馬区大泉学園町7-24-1403(978)2330


